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 新年度が始まりました。昨年から全国的に猛暑や大雪に悩まされましたが、それでも春が巡

ってくると木蓮や花水木、そして桜が咲いて入学式シーズンの始まりを知らせてくれます。      

今年も数人の子供たちが旅立っていきました。私がこの地で開業してから１２年になります。

小学１年生だった子供さんが高校を卒業し、進学や就職で新しい道を歩み始めます。お絵か

きをしたり、衛生士のお姉さんと折り紙をしたり、ガチャガチャに駈け寄ったりしていた子

供たちが成長した姿を見て我が子を送り出すような気持になっています。「ちゃんとご飯作れ

る？」、「わかんない」、「コンビニのお弁当ばかり食べちゃダメよ」などど、つい説教してい

る自分に苦笑しています。 

 当院にも新人が入りました。衛生士学校を卒業したばかりの２人です。スタッフの平均年

齢がグンと若返りました。私の一言一言に「ハイ！」と大きな声で返事をする姿が初々しく、

可愛らしいです。我が子よりも年下のスタッフを教育する年齢になりました。患者様のお口

を触らせていただくのですから十分にトレーニングをしなければなりません。技術の向上は

もちろんですが、患者様からいろいろなお話を聞くことで学ぶことがたくさんあります。一

生懸命仕事をすることが人として成長することに繋がるということを理解し、将来は幸せな

結婚をし、素敵な家庭を築いてほしいと思います。（因みに出産後に２人が職場復帰してくれ

ています） 
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「一歩を踏み出して」 

【バレンタインデー特別編】～天国の父へ。奇跡が起きた結婚式～ 

 

  有賀明美                      

 （テイクアンドギヴ・ニーズ ウェディングプランナー） 
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「１か月後に結婚式を挙げたいんです」 

そんなお電話をいただいたのはいまから１０年前、私がウェディングプランナーになってまだ２年目のことでし

た。 

新婦のお父様は末期がんで余命１か月。お母様がおられず、ご自分を男手１つで育ててくれたお父様にどうして

も花嫁姿を見せてあげたいとのことでした。 

結婚式は通常半年から１年かけて準備をするのですが、私は事情を伺い、絶対に花嫁姿を見ていただきましょう、 

とお約束してすぐ準備にかかりました。 

ところが翌日、新婦はその予約をキャンセルされたのです。お医者様から改めてお話があり、お父様はもうあと

２週間くらいしかもたないと言われたそうなのです。 

「１か月後では間に合わないので諦めようと思います……」 

受話器を置いた後、釈然としない思いが胸を覆いました。本当にこれでいいのだろうか。 

私はもともと情に薄いタイプの人間でした。それまで人と深く関わり、心の底から感動したり、嬉し涙を流した

りした経験は皆無でした。当時社会的にほとんど認知されていなかったウェディングプランナーという仕事を選ん

だのは、この仕事を通じて「有賀さん、ありがとう」と名前を呼ばれて感謝されるような働き方をしたいという思

いがあったからです。 

考えた末、私はその新婦に病室での式を提案させていただきました。 

人の命が関わっており、駆け出しの私にはとても荷の重い仕事でした。けれども人としてぜひこのお仕事をお受

けしたい。ここで何かをすれば、何かが変わるかもしれない。そう考えて社長に直訴し、新婦もその提案を大変喜

んでくださったのです。 

ところが非情にも、お父様は挙式を翌日に控えて天に召されました。 
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どうして神様はあと１日待ってくれなかったの

だろう。悔しい思いとともに、後悔の念が胸を突き

上げてきました。余計なことをしてかえって皆様を

傷つけてしまった。なんとお詫び申し上げるべきだ

ろう……。 

ご連絡をためらっているところへ、新婦から思い

のほか明るい声でお電話がかかってきました。葬儀は

無事終わり、入籍も済ませたので真っ先に私に報告し



たかったとおっしゃるのです。 

「父親に花嫁姿は見せられませんでしたが、おかげで式のために集まった皆さんに見守られて父は逝くことがで

きました。きっかけをいただいた有賀さんは、私たちの恩人です」 

 

初めて自分の意思で一歩踏み出した結果、思いがけずいただいた感謝の言葉。私は頬を濡らして受話器を握りし

めました。 

 

 ・    ・    ・    ・    ・    ・    ・    ・    ・    ・    ・  

 

冒頭にご紹介した新婦については、喪が明けた後に改めて式のお手伝いをさせていただくことになりました。 

式は天国のお父様にも見ていただけるようガーデンで行うことになりましたが、当日はあいにくの雨。 

浮かない表情の新郎新婦の傍らで、私たちスタッフは準備を進めつつ、どうか晴れますようにと心の中で懸命に

祈りました。 

するとどうでしょう、予定の１５分前に雨はピタリと止み、式は無事執り行われたのです。 

「奇跡が起きましたね」 

新郎新婦にそうお声がけした時、お２人からいただいたお言葉に思わず涙が溢れました。 

「いえ、私たちにとっての奇跡は有賀さんに出会えたことです」 

仕事で悩む時、迷う時、あの感動がいまも私を支え、後押ししてくれます。 

これから手を携えて人生を歩んでいかれる新郎新婦のために、「ありがとう」と喜んでいただける思い出に残るひ

とときを創ってまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 私が大学病院に勤務していた時に出会った忘れられない患者様がいらっしゃいます。その方はパーキンソ

ン病で自力歩行ができず、70歳を過ぎた奥様が介護しておられました。神経内科からの紹介で車いすで受診

されました。使用されていた義歯はとても古くて適合が悪く、きちんと噛めない状況でした。当時私はかみ

合わせの研究をしていたので、特殊な咬合器を使って、体のバランスを整えるような義歯を作りました。そ

の後、何度か調整のために受診され、「よく噛めるようになって、元気が出てきました」と奥様が嬉しそうに

報告して下さり、まだ駆け出しだった私はとても喜んだものです。 

 その後、開業して間もなく、奥様が医局に問い合わせをされたのでしょう、わざわざ柳川から尋ねてくだ

さいました。新しい義歯を使うようになってからご主人がとても意欲的になり、とうとう車いすから立ち上

がってご自分でトイレに行くことができるまでにリハビリが進んだそうです。ところが、肺炎を起こしてあ

っけなく亡くなってしまい、「あんなに元気になったのに、本当に残念でした。でも、かみ合わせがこんなに

大切だということを身をもって体験し、今では会う人ごとにかみ合わせの話をするのですよ」とおっしゃい

ました。一つの入れ歯を作ったことでこんなにも喜んで下さる方がいらっしゃるということに深く感動しま

した。その後も年賀状のやり取りが続き、この出来事を思い出すたびに、私の医療人としての原点に立ち返

るのです。 

 毎日、患者様から頂く、「ありがとう」という言葉を真摯に受け止めてこれからも努力を重ねてまいります。 

 

 


